





















































¢/~¢o= ¢Atanh[qC (Z∠-Zo)] (ASソリトン)
¢AFtanh[qs (Zl-Zo)]1 (Sソリトン)
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図4. Sソリトン.K1--1,K2-1,K3-
2,a-0.05.RとLは右および左側の
領域を指す.
は単調ではない.∂¢を与えたとき,系の安定条件を充たす｣が求まれば,その準安定状態を
ここでのソリトン型励起状態としてとらえた.どのような∂¢の領域または温度領域にそれが
現われるかと云うことを見るために数値計算を実行 し,その中の典型的な結果を図2-4に示
す.図中,Esは適当な量で還元されたソリトンの励起エネルギー,AoとAsはバイエルス状態
およびソリトン領域での(3)の振巾,またK1-K3はEsおよび安定条件の表式に現われるパラ
メーター,K4-K6はソリトン領域に整合性を要求 した時に付加的に現われるパラメーターで
あり, ♂-(バイエルス ･ギャップ)/2eF,温度TはkBT/2eFを表わしている.
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